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新収作品
New　Acquisitions
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彫刻の隆盛にあると一言ってもよく、コワズヴォはそのIISの第・人音で
尉蛎レ弼貌坐6郷lll像》　　　　あつた…やがて18i止紀にウードンなどの手によ蝋にJ“するr・e・
．，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理学的表現」は初めてコワズヴォの手によって成されたのである、コ
171511
姻1イ1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワズヴォは、王立アカデミーへの入会応募作品として、通常大理イ1に
1謙1鰍羅165cm（彫刻のみ）×li㈱cm噺き3°cm　　　よる浮き彫りを提示して技聴言奢示する代わりに、ル・プラン・・｝胸像
ノ徹の陥隈llllに蚕鮫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大理石、1676－79年、ルーヴル美術館）を提出しているIl，121また、
Antoine　Coysevox（Lyon　l　640－Paris　1720）　　　　　　　　　　　1667年以来サロンは肖像彫刻に門戸を開き・1699年にはコワズヴォ
Btist　o〃lfadame　de　Vi〃eneuve　Dassy　　　　　　　　　　　　　　　は国一Eルイ14世夫妻の胸像を出品、1704年にはチュレンヌ元帥、コン
縣＿rble　　　　　　　　　　　デ公・縢家ヴ・一バスリシュリュー枢機卿などの名1：の肖像を展
ll，79cl11（with　s・）cle）／65cm（sculpture）×W．60cm×D・30cm　　　　　　　　　　　　覧し、1，F判を1呼んだと伝えられる。
Sig］ied　ai］d　dated〔）n　the　back：A．COfZEVOX　1715．
lnscripti。n。n　the　b。tt。rn。f　the　r。i〕e：M．・Cαtherin（・　Duf’et・de　Vi〃eneuve　　　　コワズヴォの最大の「顧客」であったのは言うまでもなく、ルイ141Hr
lll＆’鮮惚’sθθ’5α灘〃e‘’‘lc‘1e　C1ωdeムθR°t’9ρ鯉’σ’紬R°’1715　　を筆頭とする艇とその即目の人々であった、実1祭、5。点余りを数
Pr。wnance．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えるこの彫刻家の胸像肖像はほとんどが、王族や貴族、大ブルジョワ
（’°llecti°n　Guy　Lad「iさ「e・Pa「is　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や友人の宮廷芸術家などの男性たちである。そうした中で、本作lll，
iiii・li・9mphy：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は、珍しい女性肖像である。コワズヴォの残した女性肖像彫刻はき
1：rang’ois　S｛Otichal，　Fren｛’h舐”ψ’‘〃30t’　th（）1Z〃1　and　18’h（’（・rltltl’i（）s，　thρreign　o／
ノ．・tlis．W　v・L　IX，1）p．5～ト60，　n・．98　bis，　L・nd・n，1993；　Genevibve　Bresc－Bautier，　　　わめて数が限られている，，もともとこの時代には葬礼の際の肖像や、
ルブ”s｛∫ピ‘ノ〃Louvrc・1t／Vθ‘ipellesθぐq’ノis〃θ1～s　dαDe’ρarteiiter～’（1es∫（’‘’lptures　1988－
1．VS〃，tl。．　1y，　p．67，　ed．　R．M．N．．Paris，　1gg2　　　　　　　　　　　　　　　　　夫婦が一・緒に描かれたり、対作品として彫られたりする場合を除いて、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女性の単独肖像自体が稀であった。現在知られているi三だった作
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　品は、《一⊥三妃マリー・テレーズ・ドートリッシュ》（大理石、1683年、スペ
アントワーヌ・コワズヴォ（1640－1720）はピエール・ピュジェ、フランソ　　　　イン、アランフェス宮）、《マリー・アデライド・ド・サヴォワ、ブ）レゴーニュ
ワ・ジラルドンなどと共に171H：紀フランスの彫亥lj芸術を代表する彫刻　　　公爵夫人》（大理石、1710年、ヴェルサイユ宮美術館）、《デュ・ヴォ
家のひとりである。リヨンに生まれた彼は、1657年にパリヘヒり、彫刻　　　一セル夫人》（テラコッタ、ルーヴル美術館）、《マリー・セール、PIIi家リ
家としての修業を開始、1666年以降は「国王付き彫刻家Sculpteur　　　ゴーの母》（大理石、1706年、ルーヴル美術館）などを数えるのみで
duR・刑の称り・をもつまでになった。その芸術家としての活動はまさ　　　あり、その点においてもこの作品は貴重であろう。　i三妃の肖像を除
しく1・lj時代を生きた太陽Eルイ1　4　・lti：（1638－1715）の治世と不fi∫分の　　　　けば、いずれも生き生きとした活発さ（マリー・アデライド）や内省的な
関係にある，とりわけ、1662年以来開始されたヴェルサイユの宮殿と　　　　感情表現（マリー・セール）に細心の神経を配って制作されており、モ
庭の造営に伴い、ル・ヴォー、アルドワン・マンサール（建築）やル・ノ　　　　デルの社会的地位を表わす公的性格の強い、男性肖像とは少々趣
一 トル（庭園）、ル・プラン（絵画装飾）をはじめ、当時の名のある芸術　　　を異にしていることは、どの女性像にも共通して伺われる特色である。
家たちが総動員されたが、彫刻分野においてコワズヴォはジラルドン、　　　　本作品のモデルの女性カトリーヌは心持ち首をひねり、遠くを見る
チュビーらと並んで最も輝かしい功績を残した。《貝をもつウェヌス》　　　　ような眼毛しで左側を見つめている，意志的な視線と引き締まった口
（大理石、1683．85年、現在ルーヴル美術館）など、幾何学riく」デザイン　　　許は彼女の強い性格を表わしているようだ。：E族の肖像に見られる
の庭園に配された占典彫刻に想を得た優雅な彫像群は、秩序や規　　　　ような豪華な衣装や装飾品はなく、彼女は刺繍の付いた比較的簡素
則性を尊ぶ17－LII：紀フランスの占典主義美学の表徴と言える，1また、　　　な衣服に身を包み、頭からケープを被っている，それでも、このケー
その後の離宮、マルリー・ル・ロワの造営においてはル・プランの亡き　　　プの豊かな流れが肩から胸にかけて作り出す大きな動きは、イタリ
後、コワズヴォはさらに重要な役割を担った、，その想像力は白由度を　　　　ア・バロックの影響を強く受けたコワズヴォのバロック彫刻家としての
増し、「ペガサス」に乗った著名な2体の《メルクリウス》と《名声の女　　　面liを見せている“衣紋の描写や、髪、頭部の描写はどちらかとい
神》の彫刻（大理石、1702年、1719年以後チュイルリー庭園に設置、　　　えば簡略化されているが、モデルの表情の繊細な捉えノiには、比類
現在ルーヴル美術館）に代表される軽やかな動きに満ちた作晶を多　　　　のない表現力をもつこの彫刻家の特徴が端的に表わされていると。1
く残した、他方、財務総監コルベール（1685－87年、パリ、サン・トゥス　　　　えよう、、総じて、王家の人々の注文作品に見られるような「公的」性格
タシュ聖つ、マザラン枢機卿（1689－93年、パリ、学i」院礼拝堂）、国　　　は本作品に乏しく、むしろ親しみやすく穏やかな表現に留められてお
ilfJ’き首席画家ル・プラン夫妻（1692年頃、パリ、サン・ニコラ・ド・シ　　　　り、これは、《マチュi・プリアーの墓碑》（大理石、1700年、ロンドン、
ヤルドネ聖堂）など、当代を代表する人々の墓碑彫刻を手掛けてい　　　ウエストミンスター聖堂）や前述の《マリー・セール》など、彫刻家の
ることでも知られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　友人関係からの発注作品にしばしば見られる特徴と、読る，女性胸
　しかし、「偉大な世紀」が生んだ特色のひとつは、胸像形式の肖像　　　像そのものの稀少性と抑制された表現から、コワズヴォ作晶に深い
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見識をもち、本作品を実見しているルーヴル美術館彫刻部主任研究　　　classicism．　Coysevox　bore　even　greater　responsibility　for　the　work　on
官ブレスク女史は・この作品が「墓碑周多刻として造られた可能性は高　謝慧獺1瀦麟畿驚1蔦瓢譜二llli舗誌
い」at：s）と語っている。なお、この作品は1986年に初めて存在が知ら　　　of　his　sp且endid　achievements，　noteworthy　for　their　sense　of　gentle
れたが、それ以前の来歴は不明である。スーシャルはその労作『17、　　　movement・「e「nain　today，　includin9　the　sculPtu「e　of　two　figu「es・　Le
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mercure　and　La　Reηom1ηごriding　on　Pegasus（marble，1702，　after
18世紀フランスの彫刻家一ルイ14世の治世』の補遺（第4巻）におい　　　　171g，　placed　in　Le　Jardin　des　Tuileries，　today　in　the　Musee　du
て新発見作品として本作品を加えているものの、アトリビューションに　　　　Louv「e）・Coysevox　is　also　known　to　have　created　tomb　sculPtures　for
関しては「工房作ではないか」と留保をつけている・…しかし・それ　雛膿纏鑓艦階濡翻翻瀦鰹嵩黙：1
は写真のみによる見解であり、実際に子細に作品を検討しているブ　　　　Paris），　Cardinat　Mazarain（1689－93，　Chapelle　de　1’lnstitut，　Paris），　and
レスク女史との判断の差は大きいと言わざるを得ない・　　瓢盗孟誰醗m’ε勘融R°’（ca°1692・　Sai”t’Nich°las一
像の保存状態は良好で僅かな欠けや汚れはあるものの補修の跡　　　　One　of　the　characteristics　of　the　”Grand　Siecle・　was　the　flourishing
はほとんど無く、「この時代の彫刻とじ（はほぼ完壁な状態」aE5｝であ　　　　of　bust’length　Po「t「ait　sculPtu「e・and　Coysevox　was　the　leadin9
る．しかし、表面には星とりの跡（？）のような微小な斑点が見られる．　1翻翻犠認晶よ1儲翻。欝器翻ll
また、右頬から左の首筋にかけて、大理石の条理が現われている。　　　have　been　sta「ted　by　Coysevox・As　his　diPloma　wo「k　fo「the　Royal
基台（pied・uch・）は当初のものではなく・改変されているようだ・モ　留1器離雛朧認認謡註纏盤階讃盟
デルの女性に関しては、僅かなことしか知られていない。スーシャル　　　　79，Musee　du　Louvre）．2）Further，　the　Salon　began　to　accept　portrait
によれば・カトリーヌの実家デュフェール・ド・ヴィルヌーヴ槻一 　器霊蹴朧t舗漉膿71fll£欄鼎rlllll謡
家は、17世紀においては父から子に受け継がれる名誉ある職業であ　　　　portraits　of　such　prominent　figures　as　Marshat　Turenne，　Grand
る王妃の「裳裾もち」を生業としていた。また、夫のクロード・ル・ルー　　　Coηd4　the　a「chitect　Vauban・and　Ca「dinal　Richetieu・All　of　these
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　workS　are　said　to　have　been　greeted　with　favorable　acclaim．
ジュは1668年に国王の秘書参事官（Conseiller　secr6taire　du　Roi）に　　　　Needless　to　say，　Coysevoxls　greatest　patrons　were　IOuis　XIV　and
任命され、1693年に死去している。　　　　　　　　　　　　　　　　the　membe「s　of　his　cou「t・In　fact・　almost　all　of　the　more　than　50　bust一
彫刻作品に関しては・・ダン作品の世界的収集とブーJ励・マイ　諸舗閤識lll瑠盤yl蹴諮識畿黎舗認
ヨールなどの良質のコレクションで知られる国立西洋美術館である　　　who　were　friends　of　Coysevox．　The　NMWA　work　is　one　of　on亘y、a、very
が・その他の時代の彫刻に関して・珂又集の範囲を広げる機会はこれ　鱗謝蓋鑑1購麟「濃諮：廼亀裂鼎盤濫鍛
までほとんどなかった・しかし、ルネッサンス以降のヨーロッパ美術の　　　　period，　with　the　exception　of　portraitS　created　as　part　of　funeral　rites，
概観を展覧するという当館の大きな使命のひとつを考えれば、これは　　　　o「as　Pa「t　of　a　husband’wife　Pai「of　ima96s・The　majo「extant　and
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　known　workS　of　this　type　are　the　portraitS　ofル勉ηセ・The’r｝se　d’Autn’che
是正すべきことであり、今回のコワズヴォ作品の購入をきっかけとして、　　　（marble，1683，　Spain，　Aranjuez　palace），〃甜θ．4d610～dθde　5000，ε，
今後、当館のオールド・マスターの絵画コレクションに呼応した彫刻　　　duchesse　du　Bou「909ne（ma「ble・1710，　Mus6e　de　la　Pa亘ais　du
作品の展覧が成されていくことが望まれる・　輔明也）　濃且銑撫e話瑠誤瀦1濃lll鰭ρ膿ea認
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Louvre）．The　NMWA　sculpture　countS　as　an　important　work　amongst
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　this　group．　With　the　exception　of　portraitS　of　the　royal　women，　these
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　portraits　of　women　can　be　seen　to　have　all　been　depicted　with　a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　detailed　sense　of　the　sitteピs　psychological　makeup，　whether　the
註　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lively，　active　sense　seen　inル1ごrie－Ade’lai’de，　or　the　introspective
l）L．Benoist，　La　scuipture　frangaise，　P．101，P．U．F．，　Paris，1963．　　　　　　　　　demeanor　of　Marie　Serre・These　depictive　features　differ　slightly　from
2）G．Bresc，　qρ．　cit．，P．64．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　effectS　perceived　in　Coysevox’s　portraitS　of　men，　which　all　focus
3）GBresc，2000年10月25日付。筆者への口頭による指摘。　　　　　　　　　on　the　moders　public　attributes　and　socia且position．
4）F．　Souchal，ρρ．cit．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　In　the　NMWA　work，　the　mode且，　Catherine，　thoughtfully　and　slightly
5）G．　Bresc，2㎜年10月25日付。筆者への口頭による指摘。　　　　　　　　　twists　her　head　as　she　looks　out　into　the　distance　to　the　left．　The
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　intent　gaze　and　tightly　closed　mouth　reveal　her　strength　of　character．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Catherine　is　relatively　simply　dressed　in　an　embroidered　garment，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　with　a　cape　hanging　from　her　head，　and　with　none　of　the　gorgeous
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　clothing　or　decorative　objectS　seen　in　portraits　of　the　royal　family．
Along　with　Pierye　Puget　and　Frangois　Girardon，　Antoine　Coysevox　　　　Even　with　these　understated　garments，　the　rich　flow　of　the　cape　from
（1640－1720）was　one　of　the　leading　sculptors　in　17th　century　France．　　　　shoulder　to　chest　reveals　Coysevox，s　skill　as　a　Baroque　sculptor
Bom　in　Lyon，　Coysevox　moved　to　Paris　in　1657，　and　there　began　his　　　strongly　influenced　by　ltalian　Baroque　styles．　While　the　depiction　of
studies　to　become　a　sculptor．　From　16660n，　he　held　the　title　of　　　　drapery　motifs，　hair，　and　face　are　all　relatively　abbreviated，　the
Sculpteur　du　Roi．　Coysevox’s・career・as・an　artist　was　then　inseparably　　　　　detailed　and　sensitive　handling　of　the　subject’s　expression　can　be
linked　to　the　reign　of　Louis　XIV（1638－1715），　who　was　known　as　the　　　　said　to　represent　the　pinnacle　of　this　sculptorIs　incomparable
Sun　King．　The　renowned　artists　of　the　period，　including　the　　　　expressive　powers．　In　general，　this　work　lackS　the”public「’character
architectS　Le　Vau　and　Hardouin－Mansart，　the　landscape　architect　Le　　　　found　in　the　works　commissioned　by　members　of　the　royal　family，
N6tre，　and　painting　and　design　artist　Le　Brun，　were　all　enlisted　in　the　　　and　is　imbued　instead　with　a　sense　of　warrnth　and　approachability．
construction　of　the　palace　and　gardens　of　Versailles，　which　was　　　　These　characteristics　are　frequently　seen　in　the　commissions　from
begun　in　1662．　Coysevox’s　most　splendid　achievementS　were　part　of　　　　those　individuals　who　were　personally　close　to　the　artist，　as　seen　in
the　Versai且les　project，　as　were　those　of　his　fellow　sculptors，　Girardon　　　　the　Tomb　of　Mattheω　Prior（marble，1700，　London，　Westminster
and　Tuby・Coysevox，s　superb　sculptural　group，　conceived　in　a　　　　Abbey）and　the　above－mentioned　portrait　of　Marie　Serre・Madame　　　　　　　l
classical　style　to　be　arranged　in　the　geometrically　laid　out　gardens　of　　　　Genevi6ve　Bresc，　Chief　Curator　of　the　Department　of　Sculptures，
Versailles，　included　the　Venus　d　la　coquiUe（m．arble，1　683－85，　today　　　　Mus6e　du　Louvre，　with　her　deep　knowledge　of　Coysevox’s　works，
i．n　the　Mus6e　du　Louvre）．　The　regularity　of　form　and　premise　found　　　noted　upon　her　actual　examination　of　the　NMWA　work，　that　given
in　these　works　can　be　called　a　symbol　of　17th　century　French　　　　the　rarity　of　bust－portraits　of　women　and　the　restrained　quality　of
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expression seen in the NMXA,fA work, "'it is highly likely that this was "Train-bearer of tl]e Quuer)." Catherin(,'s husband. ("laucle Le Rousse,
                                                                                             'crcated asafun(,}rai-xr sculpture."it' was named (ions{/ii]lc'rse(-r6tairc} du I;〈'oi in 1668, E.md diecl in 1691S.
  This xAvork first bci:ame known in 19g6, ancl its prc)venance prior to XA,fhile the NMWA s(-ulptur〈r' cLoll('('tion is world-renowned for its
that date is unknown. Sc)uclial noteci this work as a nexAv'ly dis(.:oxered Rodin N･v{')rks, and a]so includ(s high qttalil.i,' works b.s,,r artists such "s
work in the supp](.}mentary ･lth volume of his exhaustive work Bourdelle ancl Ntlaillol, Iher(. has been v(hr},' little opportunit.x,/ to
"1;'r( n('h .{l('tiiptoi's o/t' the 1 7th (riric/ 1("Sth ('()ntitri(Js, the reigii of' Lotiis accluire xNrorl,:s from a broadc,n' rcmgt of p( riods. Giv(.i['i the n'itiscium's
X)rSt'"i, whiki adding his res(.}rv'ations al)out the attribution of the work, n)ajor n'iission to pr(.]suit a gj(.meral outlimh of European art from thci
sta(ing "prol')al)ly l')y his workshop,"i' Souchal's ol],inion was l)ased Ru)aissanc'c) onwards, si.i(.:l'i dcficienci(.]s in the (.:ollectio]'i should be
on I)hotographs of the work, and we musl notc. tl'ie rath( r largse addrctssc(1. This purc'hase of a ivvork 1).xi ("oys(,,vox stands as the
di.s('repancv betw( cn Souchal's vi(]w and that of Mm(. Brc sc, who begJinning of suc'ha p( riod-based broadetiing of the colle(."tions. aT)d
has had th(' opporlunit.y to n)ake a detailed sttidy of tliLe xA,iork itself, it Nvould l)e desirablc' iii thcn future to (i(iv(ilop a sculpttir(. c.'ollection
  The NbL4WtX sculpture is in a good statu of repair, with almost no that matchc's (h(i NPL'IVLfA's Old "LJIaster paintiLig collection,
1()sses, or staining, ot' trac"es of supplementa) work, Br(. c;c s. tated "this {Akiya TakahashD
stvork is in aln)ost perfe(.'t c.'on(iition fora sculpture of its date,"iJ
lsei:llc,(Xl･l),f,e"[e:w,iiixl,,tilli.lgflllil,X,iiijikl'li･tsil};`iiii:Vli)g`l･i,iJ,iiil'"I,)l,?i,:liii,il/ll, /l'i('tg,SR,ieeiS`::F,Ci/iilX･31i(i,I`,I,7jU'il,['li,,ii,,i,(,ii,,,l',i,J,i,,ii(,'ii,:,,l.Cl('j',,,,,
to the work, and appears to have becn changed at some dat( . There 4) F, Soucthal, o/).c'it,
is only a bit of informatioil knoxNrn al)out the sub]-ect of this portrait. S) G. Brcsc, in c-onversation with the author on L)5 October 2000,
Catherine xN'as born in the Dufer cle Villeneuxie Dassy famiLx,i, which
in tl)e 17th centuty had the h(.)r(clitai'〉･' an(i honorar〉s occtipation of
IO
